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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 637,284 △0.8 19,244 △27.4 16,393 △48.0 6,602 △58.4 

26年３月期第２四半期 642,649 6.3 26,522 21.1 31,499 84.8 15,876 88.5 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 △9,718 百万円 （－％）   26年３月期第２四半期 67,350 百万円 （1,009.8％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 6.68 6.67 

26年３月期第２四半期 16.08 16.06 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 1,928,454 658,035 29.3 572.31 

26年３月期 1,915,676 670,356 30.0 581.69 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 565,698 百万円   26年３月期 575,034 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 - 5.00 - 5.00 10.00 

27年３月期 - 5.00       

27年３月期（予想）     - 5.00 10.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 1,340,000 0.6 58,000 △6.5 50,000 △28.9 22,000 △34.9 22.26 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



 

 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 1,064,381,817 株 26年３月期 1,064,381,817 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 75,930,781 株 26年３月期 75,831,161 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 988,502,394 株 26年３月期２Ｑ 987,396,056 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内では、企業収益の回復を背景に緩

やかな景気回復が続きましたが、消費税率引き上げに伴う前倒し需要の反動減や天候不順の影響等から、力強さに

欠けたものとなりました。世界経済においては、米国の景気動向は比較的堅調でしたが、ウクライナや中東情勢の

緊迫化や欧州経済の停滞、一部新興国の景気減速等も見られ、全体としては不透明な状況が続きました。

 このような状況の中、当社グループは、①高付加価値製品の開発やエネルギー事業の展開等による「中核事業の

深耕・深化」、②次期中核事業を発掘するための「新規事業・新製品開発」、③オセアニアでのパルプ事業や東南

アジアでのパッケージング事業・紙おむつ事業等の「海外事業のさらなる拡大」、等の事業構造転換諸施策を進

め、「革新的価値創造企業」の実現を目指しています。

 

 以上により、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 637,284百万円（前年同四半期比0.8％減）、営業利

益 19,244百万円（同27.4％減）、経常利益 16,393百万円（同48.0％減）、四半期純利益 6,602百万円（同58.4％

減）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりです。

 

○生活産業資材

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、267,221百万円（前年同四半期比0.2％減）となりました。

 国内事業では、段ボール原紙は、国内向けは消費税率引き上げに伴う前倒し需要の反動減影響や夏場の天候不順

により、青果物・飲料関係を中心に販売量は前年に対し減少しましたが、輸出販売が増加したため、国内・輸出合

計ではやや増加しました。段ボールは、飲料を中心に食品向けが堅調に推移したものの、消費税率引き上げに伴う

前倒し需要の反動減影響等により、販売量は若干減少しました。家庭用紙は、ティシュペーパーの販売量は減少し

ましたが、トイレットロールはほぼ前年並みでした。

 海外事業では、主要な事業展開地域である東南アジアにおいて、段ボール原紙の販売は堅調に推移し、段ボール

の販売も飲料・加工食品関連を中心に堅調に推移しました。

 

○機能材

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、108,864百万円（前年同四半期比1.5％減）となりました。

 国内事業では、特殊紙の国内販売は、新製品開発や新規顧客開拓の増加要因がありましたが、一部事業から撤退

した影響等があり、前年に対し減少しました。一方、輸出販売は、電気用フィルム需要の回復や特殊紙の拡販によ

り増加しました。感熱紙の国内販売は堅調に推移しました。

 海外事業では、感熱紙の販売は、北米・欧州では減少しましたが、アジア・南米では増加しました。

 

○資源環境ビジネス

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、94,183百万円（前年同四半期比3.4％減）となりました。

 国内事業では、第１四半期から主に輸出向けにレーヨン用途パルプの販売を開始しており、パルプ事業の売上高

は前年に対し増加しました。

 海外事業では、製紙用途パルプは、販売量は増加しましたが、価格の下落により売上高は減少しました。木材の

販売は、需要の低迷により減少しました。

 

○印刷情報メディア

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、151,519百万円（前年同四半期比2.6％減）となりました。

 新聞用紙は、サッカーＷ杯の影響等によりページ数は前年に対し増加しましたが、消費税率引き上げ以降の部数

減少の拡大により、販売量は減少しました。印刷・情報用紙は、需要減等により販売量は減少しました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比し12,778百万円増加し、1,928,454百万円となりました。流

動資産は有価証券の増加等により45,493百万円増加し、固定資産は有形固定資産の減少等により32,715百万円減少

しました。

 負債は、短期借入金の増加等により前連結会計年度末に比し25,099百万円増加し、1,270,419百万円となりまし

た。なお有利子負債残高は前連結会計年度末に比し45,948百万円増加し、844,478百万円となりました。

 純資産は、為替換算調整勘定の減少等により前連結会計年度末に比し12,321百万円減少し、658,035百万円とな

りました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の見通しにつきましては、第２四半期までの実績および足もとの紙・板紙需要、パルプ市況、原燃料価格の

動向等を総合的に判断し、2014年５月14日公表の予想を以下の通り変更いたしました。

 

 2015年３月期通期連結業績予想数値の修正（2014年４月１日～2015年３月31日）        （百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 1,360,000 70,000 60,000 28,000

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,340,000 58,000 50,000 22,000

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △20,000 △12,000 △10,000 △6,000

増 減 率 （ ％ ） △1.5% △17.1% △16.7% △21.4%

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 2012年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 2012年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第

１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基

づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する

方法へ変更しています。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ています。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が4,053百万円減少し、利益剰余金が2,611百

万円増加しています。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微です。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2014年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2014年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 45,575 47,470 

受取手形及び売掛金 278,897 278,517 

有価証券 12,557 40,874 

商品及び製品 87,096 92,208 

仕掛品 19,330 24,443 

原材料及び貯蔵品 65,798 69,850 

その他 40,214 41,181 

貸倒引当金 △2,264 △1,847 

流動資産合計 547,205 592,699 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 210,393 205,444 

機械装置及び運搬具（純額） 382,696 365,391 

土地 235,063 235,263 

その他（純額） 326,824 316,885 

有形固定資産合計 1,154,978 1,122,984 

無形固定資産    

のれん 14,430 13,126 

その他 10,947 10,434 

無形固定資産合計 25,377 23,560 

投資その他の資産    

投資有価証券 154,038 156,527 

その他 35,517 34,070 

貸倒引当金 △1,441 △1,388 

投資その他の資産合計 188,114 189,209 

固定資産合計 1,368,471 1,335,755 

資産合計 1,915,676 1,928,454 

 

- 4 -

王子ホールディングス㈱ （3861）
2015年３月期 第２四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2014年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2014年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 204,052 198,779 

短期借入金 184,362 254,919 

1年内償還予定の社債 20,085 20,070 

未払法人税等 7,948 4,904 

引当金 4,241 1,564 

その他 75,237 72,241 

流動負債合計 495,927 552,479 

固定負債    

社債 160,075 140,040 

長期借入金 434,007 429,494 

引当金 8,462 8,294 

退職給付に係る負債 73,769 67,658 

その他 73,078 72,453 

固定負債合計 749,392 717,940 

負債合計 1,245,320 1,270,419 

純資産の部    

株主資本    

資本金 103,880 103,880 

資本剰余金 112,965 112,964 

利益剰余金 344,846 349,052 

自己株式 △42,681 △42,722 

株主資本合計 519,010 523,175 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 20,897 22,568 

繰延ヘッジ損益 44 △1,321 

土地再評価差額金 4,214 4,214 

為替換算調整勘定 43,403 28,879 

退職給付に係る調整累計額 △12,536 △11,817 

その他の包括利益累計額合計 56,023 42,523 

新株予約権 290 323 

少数株主持分 95,031 92,013 

純資産合計 670,356 658,035 

負債純資産合計 1,915,676 1,928,454 

 

- 5 -

王子ホールディングス㈱ （3861）
2015年３月期 第２四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
 至 2013年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年９月30日) 

売上高 642,649 637,284 

売上原価 501,956 503,317 

売上総利益 140,693 133,966 

販売費及び一般管理費    

運賃諸掛 60,340 56,214 

その他 53,830 58,506 

販売費及び一般管理費合計 114,170 114,721 

営業利益 26,522 19,244 

営業外収益    

受取利息 504 588 

受取配当金 1,695 1,781 

為替差益 10,020 － 

デリバティブ評価益 － 1,605 

持分法による投資利益 1,334 1,371 

その他 1,949 2,288 

営業外収益合計 15,504 7,635 

営業外費用    

支払利息 5,565 5,423 

為替差損 － 2,087 

その他 4,962 2,976 

営業外費用合計 10,527 10,486 

経常利益 31,499 16,393 

特別利益    

投資有価証券売却益 33 204 

固定資産売却益 331 162 

負ののれん発生益 － 0 

特別利益合計 364 367 

特別損失    

固定資産除却損 1,053 595 

事業構造改善費用 576 439 

特別退職金 364 384 

その他 2,512 124 

特別損失合計 4,507 1,543 

税金等調整前四半期純利益 27,356 15,216 

法人税、住民税及び事業税 7,161 6,348 

法人税等調整額 596 1,429 

法人税等合計 7,757 7,777 

少数株主損益調整前四半期純利益 19,598 7,439 

少数株主利益 3,722 836 

四半期純利益 15,876 6,602 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
 至 2013年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 19,598 7,439 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,565 1,359 

繰延ヘッジ損益 △26 △1,364 

為替換算調整勘定 39,969 △17,549 

退職給付に係る調整額 － 715 

持分法適用会社に対する持分相当額 2,243 △318 

その他の包括利益合計 47,751 △17,157 

四半期包括利益 67,350 △9,718 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 54,405 △6,897 

少数株主に係る四半期包括利益 12,944 △2,820 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2013年４月１日 至 2013年９月30日）

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注1） 

合計 
調整額 
（注2） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注3) 

 
生活産業
資材 

機能材 
資源環境 
ビジネス 

印刷情報 
メディア 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 249,044 100,748 71,456 141,503 562,753 79,895 642,649 － 642,649 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
18,645 9,760 26,071 14,060 68,538 48,792 117,330 △117,330 － 

計 267,690 110,509 97,528 155,564 631,292 128,688 759,980 △117,330 642,649 

セグメント利益

又は損失（△） 
9,833 5,743 9,678 △2,283 22,972 3,454 26,427 95 26,522 

(注)1．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商事、不動産事業等を含んでいま

す。

2．セグメント利益又は損失(△)の調整額95百万円は、主として内部取引に係る調整額です。

3．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2014年４月１日 至 2014年９月30日） 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注1） 

合計 
調整額 
（注2） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
(注3) 

 
生活産業
資材 

機能材 
資源環境 
ビジネス 

印刷情報 
メディア 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 246,204 99,512 69,467 137,920 553,104 84,179 637,284 － 637,284 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
21,016 9,352 24,715 13,599 68,684 47,517 116,201 △116,201 － 

計 267,221 108,864 94,183 151,519 621,789 131,696 753,486 △116,201 637,284 

セグメント利益

又は損失(△) 
4,850 4,732 6,341 △775 15,148 4,038 19,186 58 19,244 

(注)1．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商事、不動産事業等を含んでいま

す。

2．セグメント利益又は損失(△)の調整額58百万円は、主として内部取引に係る調整額です。

3．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２． 報告セグメントの変更等に関する事項

 2014年４月１日付で当社グループ内の管理区分を見直したことに伴い、一部の連結子会社について、第１四

半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しています。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント区分で記載しています。
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４．補足情報

2015年３月期 第２四半期決算説明参考資料 

 

◎連結経営成績                                   （億円） 

     第２四半期（累計） 通期（予想） 

        対前年同期増減   対前年増減 

売 上 高 生活産業資材 2,672 △5 

 

 

 

 

 

 

  機能材 1,089 △16 

  資源環境ビジネス 942 △32 

  印刷情報メディア 1,515 △40 

  その他 1,317 30 

  調整額（注） △1,162 11 

  計 6,373 △54 13,400 75 

  国内 5,089 △38    

  海外 1,284 △16    

  （海外売上高比率） 20.2% 0.0%    

営 業 利 益 192 △73 580 △40 

経 常 利 益 164 △151 500 △204 

当 期 純 利 益 66 △93 220 △118 

（注）セグメント間の内部売上高又は振替高に係る調整額

為替レート （円/ＵＳ＄） 103.0 4.1 105.0 4.8 

 

減価償却費 （億円） 338 △21 692 △41 

設備投資額 （億円） 263 15 706 41 

 

◎連結就業人員                                                                     （人） 

     2014年９月末 2015年３月末（予想） 

        2014年３月末比   2014年３月末比 

期末就業人員数 31,930 858 32,340 1,268 

  国内 17,197 △148 17,003 △342 

  海外 14,733 1,006 15,337 1,610 

 

◎連結財政状態                     （億円） 

     2014年９月末 

        2014年３月末比 

総  資  産 19,285 75 

純  資  産 6,580 △123 

有利子負債残高 8,445 459 
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